
 

「立憲主義を取り戻せ」「民主主義を確立

せよ」「憲法違反の安保法制は廃止」と、市

民がその実現へ野党は共闘すべきだとの声

で取り組まれた一人区での統一候補者。 

３２選挙区のうち１１の選挙区で当選を

果たし、得票を分析すると、野党が獲得し

た比例票より多く統一候補者は得票してい

ました。野党共闘の効果が出ていたことに

なります。 

 

当然今後の国会運営で野党は試されま

す。選挙目当てだけの共闘ではなく、国民・

住民に寄り添った政策を共同して訴えてい

くことができるのかどうかと。 

安保法制だけでなく、くらしに直結する

経済政策、雇用、原発、防災や災害支援、

子育て、ＴＰＰ、医療、介護など、どれも

住民にとって重要な政策です。 

裏面に選挙結果についての共産党声明を掲載 

選挙結果をどのようにお感じでしょう 

改憲派が衆参で３分の２確保 
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住民の目線で川西市政情報、住田のブログへ、「住田由之輔」で検索 
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野党統一候補・１１選挙区で当選 

日本共産党・改選３議席を６議席へ躍進 

２０１６年７月・参議院選挙報告 

兵庫選挙区 

金田峰生さん健闘 

各候補者獲得得票 

金田峰生（共産） 

２２８，８１１票 

当 末松信介（自民） 

６４１，９１０票 

当 伊藤孝江（公明） 

５４２，０９０票 

当 片山大介（お維新） 

５３１，１６５票 

水岡俊一（民進） 

４２０，０６８票 

 



 

参議院選挙結果について日本共産党の考えを中央委員会が出しています（７月１１日）。 

簡単にまとめましたので一読ください。 

「自公と補完勢力」対「４野党プラス

市民」という対決構造 

野党と市民が力を合わせてたたかう初めての選

挙。日本共産党は野党共闘の勝利と日本共産党の

躍進という２つの目標を掲げてたたかった。 

最初の挑戦としては大きな成功、３２の一人区

すべてで統一候補者を実現。１１選挙区で自民党

に勝利したことは大きい。 

無党派の６割から７割が野党統一候補者に投

票、「１＋１」が「２」ではなくそれ以上になり、

共闘効果が発揮された。 

日本共産党は比例で５人、東京選挙区で１人当

選し、比例代表選挙では、２０１３年の参議院選

挙で５１５万票獲得していたが今回は６０１万票

へ躍進した。 

安倍暴走政治ノー 

アベノミクスのチェンジ 

日本共産党は安倍暴走政治全般

にわたってノーの審判を下そうと

訴えました。 

中でも安保法制を選挙の争点に

押し上げましたが、選挙期間中安

倍首相は憲法改正・自民党憲法草

案は一言も語らず、結果は改憲派

が３分の２の議席を獲得。 

また、アベノミクスの破たんを

明らかにし、それに代わる日本共

産党の経済政策、税金の集め方を

変えるなど３つのチェンジを訴え

ました。 

首相自ら政策を語るより 

野党批判に執着 

首相は連日のように、野党攻撃、日本共産党攻

撃を繰り返す異常さであった。 

それは野党共闘に本格的に踏み込み、政権打倒

を掲げる日本共産党に対する支配勢力の強い危

機感、恐怖と憎悪を示すものであった。 

「野党共闘は野合」とする自公の攻撃に対し

て、「立憲主義を取り戻す」という野党と市民の

結束の大義を太くしめし、断固反撃した。 

自衛隊問題を利用した反共攻撃に対しても、わ

が党の綱領が明らかにしている自衛隊政策を

堂々と示し、「海外で戦争する国」つくりを許す

のかどうかが選挙の真の争点であることを明ら

かにしてたたかった。 

そうした中での勝利であり意義は大きい。 

野党共闘の勝利、日本共

産党の躍進は果たした

が、党の自力が追い付い

ていない 

選挙戦から導き出した率直な

教訓です。 

結果良しとするだけではなく、

党の自力をしっかりつけてこそ、

住民との共同も、野党との共闘も

前進し、日本の政治を変えること

につながっていく。 

日本共産党の果たすべき責任

を見極め、強く大きな党をつくっ

ていこうと呼びかけました。 


